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IGMP スヌーピングについて

デバイスの IGMP スヌーピングはディセーブルにしないことを推奨します。 IGMP スヌーピン
グをディセーブルにすると、デバイス内で不正なフラッディングが過度に発生し、マルチキャ
ストのパフォーマンスが低下する場合があります。

（注）

IGMP スヌーピング ソフトウェアは、VLAN 内のレイヤ 2 IP マルチキャスト トラフィックを調べ
て、該当する受信側が入っているポートを検出します。 IGMP スヌーピングではポート情報を利
用することにより、マルチアクセスLAN環境における帯域幅消費量を削減し、VLAN全体へのフ
ラッディングを回避します。 IGMP スヌーピング機能は、マルチキャスト対応ルータに接続され
たポートを追跡して、ルータによる IGMP メンバーシップ レポートの転送機能を強化します。 ト
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ポロジの変更通知には、IGMP スヌーピング ソフトウェアが応答します。 デバイスでは、IGMP
スヌーピングがデフォルトでイネーブルになっています。

この図に、ホストと IGMPルータ間に設置された IGMPスヌーピングスイッチを示します。 IGMP
スヌーピング スイッチは、IGMP メンバーシップ レポートおよび Leave メッセージをスヌーピン
グして、必要な場合にだけ接続された IGMP ルータに転送します。

図 1：IGMP スヌーピング スイッチ

IGMP スヌーピング ソフトウェアは、IGMPv1、IGMPv2、および IGMPv3 コントロール プレーン
パケットの処理に関与し、レイヤ 3 コントロール プレーン パケットを代行受信して、レイヤ 2 の
転送処理を操作します。

Cisco NX-OS IGMP スヌーピング ソフトウェアには、次の独自機能があります。

• 宛先および送信元の IP アドレスに基づいたマルチキャスト パケットの転送が可能な送信元
フィルタリング

• MAC アドレスではなく、IP アドレスに基づいたマルチキャスト転送

• MAC アドレスに基づいた代わりのマルチキャスト転送

• 不明なトラフィックをルータにのみ転送し、非データ駆動で状態作成を実行する Optimized
Multicast Flooding（OMF）

IGMP スヌーピングの詳細については、RFC 4541 を参照してください。

IGMPv1 および IGMPv2
IGMPv1 と IGMPv2 は両方とも、メンバーシップ レポート抑制をサポートします。つまり、同一
サブネット上の 2 つのホストが同一グループのマルチキャスト データを受信する場合、他方のホ
ストからメンバーレポートを受信するホストは、そのレポートを送信しません。メンバーシップ
レポート抑制は、同じポートを共有しているホスト間で発生します。
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各 VLAN スイッチ ポートに接続されているホストが 1 つしかない場合は、IGMPv2 の高速脱退機
能を設定できます。高速脱退機能を使用すると、最終メンバのクエリーメッセージがホストに送
信されません。 ソフトウェアは IGMP Leave メッセージを受信すると、ただちに該当するポート
へのマルチキャスト データ転送を停止します。

IGMPv1 では、明示的な IGMP Leave メッセージが存在しないため、特定のグループについてマル
チキャストデータを要求するホストが存続しないことを示すために、メンバーシップメッセージ
タイムアウトが利用されます。

高速脱退機能がイネーブルになっている場合、他のホストの存在は確認されないため、最終メ
ンバーのクエリー インターバル設定が無視されます。

（注）

IGMPv3
Cisco NX-OS での IGMPv3 スヌーピングの実装では完全な IGMPv3 スヌーピングがサポートされ
ています。これにより、IGMPv3 レポートの（S、G）情報に基づいて、抑制されたフラッディン
グが提供されます。 この送信元ベースのフィルタリングにより、デバイスは対象のマルチキャス
ト グループにトラフィックを送信する送信元に基づいて、マルチキャスト トラフィックの宛先
ポートを制限できます。

ソフトウェアのデフォルト設定では、各 VLAN ポートに接続されたホストが追跡されます。 この
明示的な追跡機能は、高速脱退メカニズムをサポートしています。 IGMPv3 ではすべてのホスト
がメンバーシップ レポートを送信するため、レポート抑制機能を利用すると、デバイスから他の
マルチキャスト対応ルータに送信されるトラフィック量を制限できます。 レポート抑制をイネー
ブルにすると、過去にいずれの IGMPv1 ホストまたは IGMPv2 ホストからも対象のグループへの
要求がなかった場合には、プロキシレポートが作成されます。プロキシ機能により、ダウンスト
リーム ホストが送信するメンバーシップ レポートからグループ ステートが構築され、アップス
トリーム クエリアからのクエリーに応答するためにメンバーシップ レポートが生成されます。

IGMPv3 メンバーシップ レポートには LAN セグメント上のグループ メンバの一覧が含まれてい
ますが、最終ホストが脱退すると、メンバーシップクエリーが送信されます。最終メンバのクエ
リーインターバルについてパラメータを設定すると、タイムアウトまでにどのホストからも応答
がなかった場合に、グループ ステートが解除されます。

IGMP スヌーピング クエリア
マルチキャスト トラフィックをルーティングする必要がないために、Protocol-IndependentMulticast
（PIM）がインターフェイス上でディセーブルになっている場合は、メンバーシップ クエリーを
送信するように IGMP スヌーピング クエリアを設定する必要があります。 このクエリアは、マル
チキャスト送信元と受信者を含み、その他のアクティブ クエリアを含まない VLAN で定義しま
す。

VLAN の任意の IP ドレスを使用するようにクエリアを設定できます。
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ベスト プラクティスとして、簡単にクエリアを参照するには、一意の IP アドレス（スイッチ イ
ンターフェイスまたは Hot Standby Router Protocol（HSRP）仮想 IP アドレスでまだ使用されてい
ない）を設定する必要があります。

クエリアの IP アドレスは、ブロードキャスト IP アドレス、マルチキャスト IP アドレス、また
は 0（0.0.0.0）にしないでください。

（注）

IGMPスヌーピングクエリアがイネーブルな場合は、定期的に IGMPクエリーが送信されるため、
IP マルチキャスト トラフィックを要求するホストから IGMP レポート メッセージが発信されま
す。 IGMP スヌーピングはこれらの IGMP レポートを待ち受けて、適切な転送を確立します。

IGMP スヌーピング クエリアは、RFC 2236 に記述されているようにクエリア選択を実行します。
クエリア選択は、次の構成で発生します。

• 異なるスイッチ上の同じ VLAN に同じサブネットに複数のスイッチ クエリアが設定されて
いる場合。

• 設定されたスイッチ クエリアが他のレイヤ 3 SVI クエリアと同じサブネットにある場合。

仮想化のサポート
IGMPスヌーピングに対して、複数の仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを定義で
きます。

�V�K�R�Zコマンドに VRF 引数を指定して実行すると、表示される情報のコンテキストを確認できま
す。 VRF 引数を指定しない場合は、デフォルト VRF が使用されます。

VRF の設定については、『�&�L�V�F�R�1�H�[�X�V�������� �6�H�U�L�H�V�1�;���2�6�8�Q�L�F�D�V�W�5�R�X�W�L�Q�J�&�R�Q�I�L�J�X�U�D�W�L�R�Q�*�X�L�G�H』を参
照してください。

IGMP スヌーピングのライセンス要件
ライセンス要件製品

IGMP スヌーピングにはライセンスは不要です。 ライセンス パッケージに含まれ
ていない機能はnx-osイメージにバンドルされており、無料で提供されます。Cisco
NX-OS ライセンス方式の詳細については、『�&�L�V�F�R�1�;���2�6�/�L�F�H�Q�V�L�Q�J�*�X�L�G�H』を参照
してください。

Cisco
NX-OS

IGMP スヌーピングの前提条件
IGMP スヌーピングの前提条件は、次のとおりです。

   Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS マルチキャスト ルーティング コンフィギュレーション ガイド リ
リース 6.x

4

IGMP スヌーピングの設定
仮想化のサポート



• デバイスにログインしている。

• 現在の仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）モードが正しい（グローバルコマ
ンドの場合）。 この章の例で示すデフォルトのコンフィギュレーション モードは、デフォ
ルト VRF に適用されます。

IGMP スヌーピングに関する注意事項と制限事項
IGMP に関する注意事項および制約事項は次のとおりです。

• レイヤ 3 IPv6 マルチキャスト ルーティングはサポートされていません。

• レイヤ 2 IPv6 マルチキャスト パケットは、着信 VLAN でフラッディングされます。

• レイヤ 2 ネットワークでマルチキャスト転送を必要とする IPv6 マルチキャスト ネットワー
クに対して IGMP Optimized Multicast Flooding（OMF）をディセーブルにする必要がありま
す。

• IPv6 パケットの転送が必要な VLAN の IGMP 最適化マルチキャスト転送をディセーブルにす
る必要があります。

• 仮想ポート チャネル（vPC）ピアを設定している場合、2 台のデバイス間の IGMP スヌーピ
ング設定オプションに相違があると、次のような結果になります。

◦ 一方のデバイスで IGMPスヌーピングをイネーブルにして、他方でディセーブルにする
と、スヌーピングがディセーブルであるデバイスではすべてのマルチキャストトラフィッ
クがフラッディングします。

◦ マルチキャスト ルータまたはスタティック グループの設定の相違は、トラフィック損
失の原因になり得ます。

◦ 高速脱退、明示的な追跡、およびレポート抑制のオプションをトラフィックの転送に使
用する場合、これらのオプションに相違が生じる可能性があります。

◦ デバイス間でクエリー パラメータが異なると、一方のデバイスではマルチキャスト ス
テートが期限切れとなり、もう一方のデバイスでは転送が継続されます。 この相違に
よって、トラフィック損失または転送の長時間化が発生します。

◦ IGMP スヌーピング クエリアを両方のデバイスで設定している場合、クエリーがトラ
フィックで確認されると、IGMPスヌーピングクエリアはシャットダウンするので、一
方のクエリアだけがアクティブになります。

• �L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�S�U�R�[�\�J�H�Q�H�U�D�O���T�X�H�U�L�H�Vコマンドを使用する場合は、�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�J�U�R�X�S���W�L�P�H�R�X�Wコマンドをイネーブルにする必要があります。 これを「never」に設定するこ
とをお勧めします。 そのようにしない場合、マルチキャスト パケットが損失する場合があ
ります。
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デフォルト設定
デフォルトパラメータ

イネーブルIGMP スヌーピング

イネーブル明示的な追跡

ディセーブル高速脱退

1 秒最終メンバのクエリー インター
バル

ディセーブルスヌーピング クエリア

イネーブルレポート抑制

イネーブルリンクローカル グループ抑制

ディセーブルデバイス全体での IGMPv3 レポー
ト抑制

イネーブルVLANごとの IGMPv3レポート抑
制

IGMP スヌーピング パラメータの設定

Cisco IOS の CLI に慣れている場合、この機能の Cisco NX-OS コマンドは従来の Cisco IOS コ
マンドと異なる点があるため注意が必要です。

（注）

他のコマンドを有効にする前に、IGMP スヌーピングをグローバルにイネーブルにする必要が
あります。

（注）

グローバル IGMP スヌーピング パラメータの設定
IGMP スヌーピング プロセスの動作をグローバルに変更するには、次の表に示すオプションの
IGMP スヌーピング パラメータを設定します。
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説明パラメータ

IGMP スヌーピングをイネーブルにします。 デフォルトではイ
ネーブルになっています。

グローバルな設定がディセーブルになっている場合
は、すべての VLAN が、イネーブルかどうかに関係
なくディセーブルと見なされます。

（注）

IGMP スヌーピング

IGMPスヌーピング履歴バッファのサイズを設定します。デフォ
ルトは small です。

イベント履歴

デバイス上のすべての VLAN のグループ メンバーシップ タイ
ムアウトを設定します。

グループ タイムアウト

デバイスのリンクローカルグループ抑制を設定します。デフォ
ルトではイネーブルになっています。

リンクローカル グループ抑制

デバイス上のすべての VLAN で Optimized Multicast Flood
（OMF）を設定します。デフォルトではイネーブルになってい
ます。

Optimise-multicast-flood

デバイスの IGMP スヌーピング プロキシを設定します。 デフォ
ルトは 5 秒です。

Proxy

デバイスのマルチキャスト対応ルータに送信されるメンバーシッ
プ レポート トラフィックを制限します。 レポート抑制をディ
セーブルにすると、すべての IGMP レポートがそのままマルチ
キャスト対応ルータに送信されます。デフォルトではイネーブ
ルになっています。

レポート抑制

デバイスの IGMPv3 レポート抑制およびプロキシ レポートを設
定します。 デフォルトではディセーブルになっています。

IGMPv3 レポート抑制

�,�*�0�3 スヌーピング パラメータの注記

次に、IGMP スヌーピング パラメータの一部についての補足的な注記を示します。

• IGMP スヌーピング プロキシ パラメータ

IGMP一般クエリー（GQ）の各インターバルでスヌーピングスイッチにかかる負担を減らす
ために、Cisco NX-OS ソフトウェアには、マルチキャスト ルータに設定されたクエリー イン
ターバルから、IGMP スヌーピング スイッチの定期的な一般クエリー動作を分離する方法が
用意されています。

IGMP 一般クエリーをすべてのスイッチ ポートにフラッディングする代わりに、一般クエ
リーをマルチキャスト ルータから消費するようにデバイスを設定できます。 デバイスが一
般クエリーを受信すると、現在アクティブなすべてのグループに対してプロキシレポートを
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生成し、ルータのクエリーで指定される MRT で指定された期間でプロキシ レポートを配布
します。 同時に、マルチキャスト ルータの一般クエリーのアクティビティに関係なく、デ
バイスは、ラウンドロビン方式で VLAN の各ポート上に IGMP 一般クエリーを送信します。
これは、次の式によって求められるレートでVLANのすべてのインターフェイスを順に処理
します。

レート � �^�9�/�$�1内のインターフェイスの数�`�
 � 設̂定された �0�5�7� �̀
 �^�9�/�$�1の数�`

このモードでクエリーを実行する場合、デフォルト MRT 値は 5,000 ミリ秒（5 秒）です。
VLAN にスイッチポートが 500 個あるデバイスの場合、システムですべてのインターフェイ
スを一巡するには 2,500 秒（40 分）かかります。 これは、デバイス自体がクエリアの場合で
も同様です。

この動作は、随時 1 台のホストだけが一般クエリーに応答し、デバイスのパケット/秒 IGMP
機能を下回るレートによる同時レポート レートを保持することを確実にします（約 3,000 ～
4,000 pps）。

このオプションを使用する場合は、�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�J�U�R�X�S���W�L�P�H�R�X�Wパラメータ
の値を大きくするか、タイムアウトにしないようにします。

（注）

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�S�U�R�[�\�J�H�Q�H�U�D�O���T�X�H�U�L�H�V[�P�U�W] コマンドを使用すると、スヌーピング機能はマ
ルチキャストルータからの一般クエリーにプロキシ応答するようになる一方で、指定された
MRT値を持つ各スイッチポートに対するラウンドロビン一般クエリーの送信も行われます。
（デフォルトの MRT 値は 5 秒です。）

• IGMP スヌーピング グループ タイムアウト パラメータ

グループ タイムアウト パラメータを設定すると 3 回連続で一般クエリーの処理できない事
象に基づくメンバーシップの期限切れ動作がディセーブルになります。 グループ メンバー
シップは、デバイスがそのポートで明示的に IGMP 脱退を受信するまで、特定のスイッチ
ポートに残ります。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�J�U�R�X�S���W�L�P�H�R�X�W{�W�L�P�H�R�X�W| �Q�H�Y�H�U} コマンドは 3 回連続で一般クエリーを受信し
なかったときの IGMP スヌーピング グループ メンバーシップの期限切れ動作を変更するか
ディセーブルにします。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル コンフィ
ギュレーション モー
ドを開始します。

�F�R�Q�I�L�J�X�U�H�W�H�U�P�L�Q�D�O

例：
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J�X�U�H�W�H�U�P�L�Q�D�O
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J����

ステッ
プ 1   
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目的コマンドまたはアクション

次のコマンドを使用し
て、IGMP スヌーピン
グを設定できます。

説明オプションステッ
プ 2   

デバイスの IGMP スヌーピング
をイネーブルにします。デフォ
ルトではイネーブルになってい
ます。

このコマンドの �Q�R形
式により、グローバル
設定がディセーブルに
なっている場合は、
個々の VLAN で IGMP
スヌーピングがイネー
ブルであるかどうかに
関係なく、すべての
VLAN で IGMP スヌー
ピングがディセーブル
になります。 IGMP ス
ヌーピングをディセー
ブルにすると、レイヤ
2 マルチキャスト フ
レームがすべてのモ
ジュールにフラッディ
ングします。

（注）

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J�����L�S�L�J�P�S
�V�Q�R�R�S�L�Q�J

イベント履歴バッファのサイズ
を設定します。 デフォルトは
small です。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�H�Y�H�Q�W���K�L�V�W�R�U�\

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J�����L�S�L�J�P�S
�V�Q�R�R�S�L�Q�J�H�Y�H�Q�W���K�L�V�W�R�U�\

デバイス上のすべてのVLANの
グループメンバーシップタイム
アウト値を設定します。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�J�U�R�X�S���W�L�P�H�R�X�W
� �̂P�L�Q�X�W�H�V�_ �Q�H�Y�H�U�`

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J�����L�S�L�J�P�S
�V�Q�R�R�S�L�Q�J�J�U�R�X�S���W�L�P�H�R�X�W�Q�H�Y�H�U

デバイス全体のリンクローカル
グループ抑制を設定します。デ
フォルトではイネーブルになっ
ています。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�O�L�Q�N���O�R�F�D�O���J�U�R�X�S�V���V�X�S�S�U�H�V�V�L�R�Q

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J�����L�S�L�J�P�S
�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�O�L�Q�N���O�R�F�D�O���J�U�R�X�S�V���V�X�S�S�U�H�V�V�L�R�Q
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

デバイス上のすべてのVLANで
OMF を最適化します。 デフォ
ルトではイネーブルになってい
ます。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�R�S�W�L�P�L�V�H���P�X�O�W�L�F�D�V�W���I�O�R�R�G

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J�����L�S�L�J�P�S
�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�R�S�W�L�P�L�V�H���P�X�O�W�L�F�D�V�W���I�O�R�R�G

デバイスの IGMP スヌーピング
プロキシを設定します。デフォ
ルトは 5 秒です。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�S�U�R�[�\
�J�H�Q�H�U�D�O���L�Q�T�X�L�U�L�H�V�>�P�U�W�V�H�F�R�Q�G�V�@

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J�����L�S�L�J�P�S
�V�Q�R�R�S�L�Q�J�S�U�R�[�\
�J�H�Q�H�U�D�O���L�Q�T�X�L�U�L�H�V

マルチキャスト対応ルータに送
信されるメンバシップレポート
トラフィックを制限します。レ
ポート抑制をディセーブルにす
ると、すべての IGMP レポート
がそのままマルチキャスト対応
ルータに送信されます。デフォ
ルトではイネーブルになってい
ます。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�Y�����U�H�S�R�U�W���V�X�S�S�U�H�V�V�L�R�Q

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J�����L�S�L�J�P�S
�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�Y�����U�H�S�R�U�W���V�X�S�S�U�H�V�V�L�R�Q

IGMPv3 レポート抑制およびプ
ロキシレポートを設定します。
デフォルトではディセーブルに
なっています。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�U�H�S�R�U�W���V�X�S�S�U�H�V�V�L�R�Q

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J�����L�S�L�J�P�S
�V�Q�R�R�S�L�Q�J�U�H�S�R�U�W���V�X�S�S�U�H�V�V�L�R�Q

（任意）実行コンフィ
ギュレーションをス

�F�R�S�\�U�X�Q�Q�L�Q�J���F�R�Q�I�L�J�V�W�D�U�W�X�S���F�R�Q�I�L�J

例：
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J�����F�R�S�\�U�X�Q�Q�L�Q�J���F�R�Q�I�L�J�V�W�D�U�W�X�S���F�R�Q�I�L�J

ステッ
プ 3   

タートアップ コン
フィギュレーションに
コピーします。

VLAN ごとの IGMP スヌーピング パラメータの設定
IGMP スヌーピング プロセスの動作を VLAN ごとに変更するには、この表に示すオプションの
IGMP スヌーピング パラメータを設定します。
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VLAN ごとの IGMP スヌーピング パラメータの設定



説明パラメータ

VLAN ごとに IGMP スヌーピングをイネーブルにします。 デ
フォルトではイネーブルになっています。

グローバルな設定がディセーブルになっている場合
は、すべての VLAN が、イネーブルかどうかに関係
なくディセーブルと見なされます。

（注）

IGMP スヌーピング

スヌーピング レイヤで IGMP パケットをフィルタ処理します。
デフォルトではディセーブルになっています。

アクセス グループ

各ポートに接続されたそれぞれのホストから送信される IGMPv3
メンバーシップレポートを、VLAN別に追跡します。デフォル
トではイネーブルになっています。

明示的な追跡

ソフトウェアが IGMP Leave レポートを受信した場合に、IGMP
クエリーメッセージを送信することなく、グループステートを
解除できるようにします。 このパラメータは、IGMPv2 ホスト
に関して、各 VLAN ポート上のホストが 1 つしか存在しない場
合に使用されます。デフォルトではディセーブルになっていま
す。

高速脱退

指定した VLAN のグループ メンバーシップ タイムアウトを設
定します。

グループ タイムアウト

IGMP クエリーの送信後に待機する時間を設定します。この時
間が経過すると、ソフトウェアは、特定のマルチキャスト グ
ループについてネットワークセグメント上に受信要求を行うホ
ストが存在しないと見なします。いずれのホストからも応答が
ないまま、最終メンバのクエリーインターバルの期限が切れる
と、対応するVLANポートからグループが削除されます。有効
範囲は 1 ～ 25 秒です。 デフォルト値は 1 秒です。

最終メンバのクエリーインター
バル

指定した VLAN で Optimized Multicast Flood（OMF）を設定しま
す。 デフォルトではイネーブルになっています。

Optimise-multicast-flood

指定した VLAN の IGMP スヌーピング プロキシを設定します。
デフォルトは 5 秒です。

Proxy

スヌーピング レイヤで IGMP パケットをフィルタ処理します。
デフォルトではディセーブルになっています。

レポート ポリシー
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説明パラメータ

マルチキャストトラフィックをルーティングする必要がないた
め、PIM をイネーブルにしていない場合に、インターフェイス
にスヌーピング クエリアを設定します。 スヌーピング クエリ
アに次の値を設定することもできます。

• タイムアウト：IGMPv2 のタイムアウト値

• インターバル：クエリー送信間の時間

• 最大応答時間：クエリー メッセージの MRT

• スタートアップカウント：起動時に送信されるクエリー数

• スタートアップインターバル：起動時のクエリーインター
バル

スヌーピング クエリア

指定した VLAN のロバストネス値を設定します。ロバストネス変数

各 VLAN に対して、マルチキャスト対応ルータに送信されるメ
ンバーシップ レポート トラフィックを制限します。 レポート
抑制をディセーブルにすると、すべての IGMP レポートがその
ままマルチキャスト対応ルータに送信されます。デフォルトで
はイネーブルになっています。

レポート抑制

マルチキャスト ルータへのスタティック接続を設定します。
ルータと接続するインターフェイスが、選択した VLAN に含ま
れている必要があります。

マルチキャスト ルータ

VLANのレイヤ2ポートをマルチキャストグループのスタティッ
ク メンバーとして設定します。

スタティック グループ

各 VLAN に対して、リンクローカル グループ抑制を設定しま
す。 デフォルトではイネーブルになっています。

リンクローカル グループ抑制

各 VLAN に対して、IGMPv3 レポート抑制およびプロキシ レ
ポートを設定します。デフォルトではVLANごとに有効になっ
ています。

IGMPv3 レポート抑制

指定した VLAN の IGMP バージョン番号を設定します。Version
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このコンフィギュレーション モードを使用して目的の IGMP スヌーピング パラメータを設定
します。ただし、この設定は指定したVLANを明確に作成した後にのみ適用されます。VLAN
の作成については、『�&�L�V�F�R�1�H�[�X�V�������� �6�H�U�L�H�V�1�;���2�6�/�D�\�H�U�� �6�Z�L�W�F�K�L�Q�J�&�R�Q�I�L�J�X�U�D�W�L�R�Q�*�X�L�G�H』を参
照してください。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュ
レーション モードを開
始します。

�F�R�Q�I�L�J�X�U�H�W�H�U�P�L�Q�D�O

例：
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J�X�U�H�W�H�U�P�L�Q�D�O
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J����

ステッ
プ 1   

IGMP スヌーピングをイ
ネーブルにします。 デ

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J

例：
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J�����L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J

ステッ
プ 2   

フォルトではイネーブル
になっています。
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目的コマンドまたはアクション

このコマンド
の �Q�R形式によ
り、グローバ
ル設定がディ
セーブルに
なっている場
合は、個々の
VLAN で IGMP
スヌーピング
がイネーブル
であるかどう
かに関係な
く、すべての
VLAN で IGMP
スヌーピング
がディセーブ
ルになりま
す。 IGMP ス
ヌーピングを
ディセーブル
にすると、レ
イヤ 2 マルチ
キャスト フ
レームがすべ
てのモジュー
ルにフラッ
ディングしま
す。

（注）

VLAN に対して目的の
IGMP スヌーピング パラ

�Y�O�D�Q�F�R�Q�I�L�J�X�U�D�W�L�R�Q�Y�O�D�Q���L�G

例：
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J�����Y�O�D�Q�F�R�Q�I�L�J�X�U�D�W�L�R�Q��
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���Y�O�D�Q���F�R�Q�I�L�J����

ステッ
プ 3   

メータを設定します。
これらの設定は、指定し
た VLAN を作成するま
で適用されません。

これらのコマンドでは
IGMP スヌーピング パラ
メータを設定します。

説明オプションステッ
プ 4   

現在の VLAN に対して IGMP ス
ヌーピングをイネーブルにしま
す。デフォルトではイネーブル
になっています。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���Y�O�D�Q���F�R�Q�I�L�J����
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

プレフィックス リストまたは
ルート マップ ポリシーをベー
スとする IGMP スヌーピング レ
ポートにフィルタを設定しま
す。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�D�F�F�H�V�V���J�U�R�X�S
� �̂S�U�H�I�L�[���O�L�V�W�_ �U�R�X�W�H���P�D�S�`

�S�R�O�L�F�\���Q�D�P�H�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�L�Q�W�H�U�I�D�F�H
�V�O�R�W�� �S�R�U�W

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���Y�O�D�Q���F�R�Q�I�L�J����
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�D�F�F�H�V�V���J�U�R�X�S

�S�U�H�I�L�[���O�L�V�W�S�O�L�V�W�L�Q�W�H�U�I�D�F�H
�H�W�K�H�U�Q�H�W������

各ポートに接続されたそれぞれ
のホストから送信される
IGMPv3 メンバーシップ レポー
トを、VLAN別に追跡します。
デフォルトは、すべてのVLAN
でイネーブルです。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�H�[�S�O�L�F�L�W���W�U�D�F�N�L�Q�J

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���Y�O�D�Q���F�R�Q�I�L�J����
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�H�[�S�O�L�F�L�W���W�U�D�F�N�L�Q�J

IGMPv2 プロトコルのホスト レ
ポート抑制メカニズムのため
に、明示的に追跡できない
IGMPv2 ホストをサポートしま
す。高速脱退がイネーブルの場
合、IGMP ソフトウェアは、各
VLANポートに接続されたホス
トが 1 つだけであると見なしま
す。 デフォルトは、すべての
VLAN でディセーブルです。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�I�D�V�W���O�H�D�Y�H

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���Y�O�D�Q���F�R�Q�I�L�J����
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�I�D�V�W���O�H�D�Y�H

指定した VLAN のグループ メ
ンバーシップタイムアウトを設
定します。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�J�U�R�X�S���W�L�P�H�R�X�W
� �̂P�L�Q�X�W�H�V�_ �Q�H�Y�H�U�`

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���Y�O�D�Q���F�R�Q�I�L�J����
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�J�U�R�X�S���W�L�P�H�R�X�W�Q�H�Y�H�U

いずれのホストからも IGMP ク
エリーメッセージへの応答がな
いまま、最終メンバのクエリー
インターバルの期限が切れた場
合に、対応するVLANポートか
らグループを削除します。有効
範囲は 1 ～ 25 秒です。 デフォ
ルト値は 1 秒です。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�O�D�V�W���P�H�P�E�H�U���T�X�H�U�\���L�Q�W�H�U�Y�D�O
�V�H�F�R�Q�G�V

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���Y�O�D�Q���F�R�Q�I�L�J����
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�O�D�V�W���P�H�P�E�H�U���T�X�H�U�\���L�Q�W�H�U�Y�D�O��
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

選択された VLAN の OMF を最
適化します。デフォルトではイ
ネーブルになっています。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�R�S�W�L�P�L�V�H���P�X�O�W�L�F�D�V�W���I�O�R�R�G

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���Y�O�D�Q���F�R�Q�I�L�J����
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�R�S�W�L�P�L�V�H���P�X�O�W�L�F�D�V�W���I�O�R�R�G

指定した VLAN の IGMP スヌー
ピングプロキシを設定します。
デフォルトは 5 秒です。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�S�U�R�[�\
�J�H�Q�H�U�D�O���T�X�H�U�L�H�V�>�P�U�W�V�H�F�R�Q�G�V�@

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���Y�O�D�Q���F�R�Q�I�L�J����
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�S�U�R�[�\
�J�H�Q�H�U�D�O���T�X�H�U�L�H�V

マルチキャストトラフィックを
ルーティングする必要がないた
め、PIMをイネーブルにしてい
ない場合に、スヌーピングクエ
リアを設定します。 IP アドレ
スは、メッセージの送信元とし
て使用します。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�T�X�H�U�L�H�U
�L�S���D�G�G�U�H�V�V

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���Y�O�D�Q���F�R�Q�I�L�J����
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�T�X�H�U�L�H�U
��������������������������

マルチキャストトラフィックを
ルーティングする必要がないた
め、PIMをイネーブルにしてい
ない場合に、IGMPv2 のスヌー
ピング クエリア タイムアウト
値を設定します。デフォルト値
は 255 秒です。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�T�X�H�U�L�H�U���W�L�P�H�R�X�W�V�H�F�R�Q�G�V

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���Y�O�D�Q���F�R�Q�I�L�J����
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�T�X�H�U�L�H�U���W�L�P�H�R�X�W������

マルチキャストトラフィックを
ルーティングする必要がないた
め、PIMをイネーブルにしてい
ない場合に、スヌーピングクエ
リー インターバルを設定しま
す。 デフォルト値は 125 秒で
す。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�T�X�H�U�\���L�Q�W�H�U�Y�D�O
�V�H�F�R�Q�G�V

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���Y�O�D�Q���F�R�Q�I�L�J����
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�T�X�H�U�\���L�Q�W�H�U�Y�D�O������
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説明オプション

マルチキャストトラフィックを
ルーティングする必要がないた
め、PIMをイネーブルにしてい
ない場合に、クエリーメッセー
ジのスヌーピング MRT を設定
します。 デフォルト値は 10 秒
です。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�T�X�H�U�\���P�D�[���U�H�V�S�R�Q�V�H���W�L�P�H
�V�H�F�R�Q�G�V

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���Y�O�D�Q���F�R�Q�I�L�J����
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�T�X�H�U�\���P�D�[���U�H�V�S�R�Q�V�H���W�L�P�H����

プレフィックス リストまたは
ルート マップ ポリシーをベー
スとする IGMP スヌーピング レ
ポートにフィルタを設定しま
す。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�U�H�S�R�U�W���S�R�O�L�F�\
� �̂S�U�H�I�L�[���O�L�V�W�_ �U�R�X�W�H���P�D�S�`

�S�R�O�L�F�\���Q�D�P�H�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�L�Q�W�H�U�I�D�F�H
�V�O�R�W�� �S�R�U�W

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���Y�O�D�Q���F�R�Q�I�L�J����
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�U�H�S�R�U�W���S�R�O�L�F�\�U�R�X�W�H���P�D�S�U�P�D�S

�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�H�W�K�H�U�Q�H�W������

マルチキャストトラフィックを
ルーティングする必要がないた
め、PIMをイネーブルにしてい
ない場合に、起動時に送信され
るクエリー数に対してスヌーピ
ングを設定します。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�V�W�D�U�W�X�S���T�X�H�U�\���F�R�X�Q�W�Y�D�O�X�H

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���Y�O�D�Q���F�R�Q�I�L�J����
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�V�W�D�U�W�X�S���T�X�H�U�\���F�R�X�Q�W��

マルチキャストトラフィックを
ルーティングする必要がないた
め、PIMをイネーブルにしてい
ない場合に、起動時のスヌーピ
ング クエリー インターバルを
設定します。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�V�W�D�U�W�X�S���T�X�H�U�\���L�Q�W�H�U�Y�D�O�V�H�F�R�Q�G�V

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���Y�O�D�Q���F�R�Q�I�L�J����
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�V�W�D�U�W�X�S���T�X�H�U�\���L�Q�W�H�U�Y�D�O����������

指定したVLANのロバストネス
値を設定します。デフォルト値
は 2 です。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�U�R�E�X�V�W�Q�H�V�V���Y�D�U�L�D�E�O�H�Y�D�O�X�H

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���Y�O�D�Q���F�R�Q�I�L�J����
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�U�R�E�X�V�W�Q�H�V�V���Y�D�U�L�D�E�O�H��
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

マルチキャスト対応ルータに送
信されるメンバシップレポート
トラフィックを制限します。レ
ポート抑制をディセーブルにす
ると、すべての IGMP レポート
がそのままマルチキャスト対応
ルータに送信されます。デフォ
ルトではイネーブルになってい
ます。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�U�H�S�R�U�W���V�X�S�S�U�H�V�V�L�R�Q

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���Y�O�D�Q���F�R�Q�I�L�J����
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�U�H�S�R�U�W���V�X�S�S�U�H�V�V�L�R�Q

マルチキャストルータへのスタ
ティック接続を設定します。
ルータと接続するインターフェ
イスが、選択したVLANに含ま
れている必要があります。
�H�W�K�H�U�Q�H�W�V�O�R�W/�S�R�U�Wのように、イ
ンターフェイスをタイプおよび
番号で指定できます。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�P�U�R�X�W�H�U
�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�L�Q�W�H�U�I�D�F�H

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���Y�O�D�Q���F�R�Q�I�L�J����
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�P�U�R�X�W�H�U
�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�H�W�K�H�U�Q�H�W������

VLAN のレイヤ 2 ポートをマル
チキャスト グループのスタ
ティックメンバーとして設定し
ます。 �H�W�K�H�U�Q�H�W�V�O�R�W/�S�R�U�Wのよう
に、インターフェイスをタイプ
および番号で指定できます。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�V�W�D�W�L�F���J�U�R�X�S
�J�U�R�X�S���L�S���D�G�G�U�>�V�R�X�U�F�H
�V�R�X�U�F�H���L�S���D�G�G�U�@�L�Q�W�H�U�I�D�F�H
�L�Q�W�H�U�I�D�F�H

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���Y�O�D�Q���F�R�Q�I�L�J����
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�V�W�D�W�L�F���J�U�R�X�S
������������������ �L�Q�W�H�U�I�D�F�H�H�W�K�H�U�Q�H�W
������

指定したVLANのリンクローカ
ルグループ抑制を設定します。
デフォルトではイネーブルに
なっています。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�O�L�Q�N���O�R�F�D�O���J�U�R�X�S�V���V�X�S�S�U�H�V�V�L�R�Q

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���Y�O�D�Q���F�R�Q�I�L�J����
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�O�L�Q�N���O�R�F�D�O���J�U�R�X�S�V���V�X�S�S�U�H�V�V�L�R�Q

指定した VLAN の IGMPv3 レ
ポート抑制およびプロキシ レ
ポートを設定します。デフォル
トではVLANごとに有効になっ
ています。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�Y�����U�H�S�R�U�W���V�X�S�S�U�H�V�V�L�R�Q

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���Y�O�D�Q���F�R�Q�I�L�J����
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�Y�����U�H�S�R�U�W���V�X�S�S�U�H�V�V�L�R�Q
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

指定した VLAN の IGMP バー
ジョン番号を設定します。

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�Y�H�U�V�L�R�Q�Y�D�O�X�H

�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���Y�O�D�Q���F�R�Q�I�L�J����
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�Y�H�U�V�L�R�Q��

（任意）実行コンフィ
ギュレーションをスター

�F�R�S�\�U�X�Q�Q�L�Q�J���F�R�Q�I�L�J�V�W�D�U�W�X�S���F�R�Q�I�L�J

例：
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J�����F�R�S�\�U�X�Q�Q�L�Q�J���F�R�Q�I�L�J�V�W�D�U�W�X�S���F�R�Q�I�L�J

ステッ
プ 5   

トアップ コンフィギュ
レーションにコピーしま
す。

IGMP スヌーピング設定の検証
説明コマンド

IGMP スヌーピング設定を VLAN 別に表示しま
す。

�V�K�R�Z�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J[�Y�O�D�Q�Y�O�D�Q���L�G]

グループに関する IGMP スヌーピング情報を
VLAN 別に表示します。

�V�K�R�Z�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�J�U�R�X�S�V�>�V�R�X�U�F�H�>�J�U�R�X�S�@�_
�J�U�R�X�S�>�V�R�X�U�F�H�@�@[�Y�O�D�Q�Y�O�D�Q���L�G] [�G�H�W�D�L�O]

IGMP スヌーピング クエリアを VLAN 別に表示
します。

�V�K�R�Z�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�T�X�H�U�L�H�U[�Y�O�D�Q�Y�O�D�Q���L�G]

マルチキャスト ルータ ポートを VLAN 別に表
示します。

�V�K�R�Z�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�P�U�R�X�W�H[�Y�O�D�Q�Y�O�D�Q���L�G]

IGMPスヌーピングの明示的な追跡情報をVLAN
別に表示します。

�V�K�R�Z�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�H�[�S�O�L�F�L�W���W�U�D�F�N�L�Q�J[�Y�O�D�Q
�Y�O�D�Q���L�G]

IGMP スヌーピング統計情報の表示
次のコマンドを使用して、IGMP スヌーピング統計情報を表示できます。
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説明コマンド

IGMP スヌーピング統計情報を表示します。 こ
の出力で、仮想ポート チャネル（vPC）の統計
情報を確認できます。

�V�K�R�Z�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�V�W�D�W�L�V�W�L�F�V�Y�O�D�Q

IGMPスヌーピングのフィルタが設定されると、
VLAN ごとに詳細な統計情報を表示します。

�V�K�R�Z�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J{�U�H�S�R�U�W���S�R�O�L�F�\|
�D�F�F�H�V�V���J�U�R�X�S} �V�W�D�W�L�V�W�L�F�V[�Y�O�D�Q�Y�O�D�Q]

IGMP スヌーピング統計情報のクリア
次のコマンドを使用して、IGMP スヌーピング統計情報をクリアできます。

説明コマンド

IGMPスヌーピングの統計情報をクリアします。�F�O�H�D�U�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�V�W�D�W�L�V�W�L�F�V�Y�O�D�Q

IGMP スヌーピング フィルタの統計情報をクリ
アします。

�F�O�H�D�U�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J{�U�H�S�R�U�W���S�R�O�L�F�\|
�D�F�F�H�V�V���J�U�R�X�S} �V�W�D�W�L�V�W�L�F�V[�Y�O�D�Q�Y�O�D�Q]

IGMP スヌーピングの設定例

この項での設定は、指定された VLAN を作成した後にのみ適用されます。 VLAN の作成につ
いては、『�&�L�V�F�R�1�H�[�X�V�������� �6�H�U�L�H�V�1�;���2�6�/�D�\�H�U�� �6�Z�L�W�F�K�L�Q�J�&�R�Q�I�L�J�X�U�D�W�L�R�Q�*�X�L�G�H』を参照してくだ
さい。

（注）

次に、IGMP スヌーピング パラメータの設定例を示します。

�F�R�Q�I�L�J�W
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�Y�O�D�Q�F�R�Q�I�L�J�X�U�D�W�L�R�Q��

�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�H�[�S�O�L�F�L�W���W�U�D�F�N�L�Q�J
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�I�D�V�W���O�H�D�Y�H
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�O�D�V�W���P�H�P�E�H�U���T�X�H�U�\���L�Q�W�H�U�Y�D�O��
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�T�X�H�U�L�H�U��������������������������
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�U�H�S�R�U�W���V�X�S�S�U�H�V�V�L�R�Q
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�P�U�R�X�W�H�U�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�H�W�K�H�U�Q�H�W������
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�V�W�D�W�L�F���J�U�R�X�S������������������ �L�Q�W�H�U�I�D�F�H�H�W�K�H�U�Q�H�W������
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�O�L�Q�N���O�R�F�D�O���J�U�R�X�S�V���V�X�S�S�U�H�V�V�L�R�Q
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�Y�����U�H�S�R�U�W���V�X�S�S�U�H�V�V�L�R�Q

次に、プレフィックス リストを設定し、これらを使用して IGMP スヌーピング レポートをフィル
タ処理する例を示します。

�L�S�S�U�H�I�L�[���O�L�V�W�S�O�L�V�W�V�H�T�� �S�H�U�P�L�W������������������������

   Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS マルチキャスト ルーティング コンフィギュレーション ガイド リ
リース 6.x

20

IGMP スヌーピングの設定
IGMP スヌーピング統計情報のクリア



�L�S�S�U�H�I�L�[���O�L�V�W�S�O�L�V�W�V�H�T���� �S�H�U�P�L�W������������������������
�L�S�S�U�H�I�L�[���O�L�V�W�S�O�L�V�W�V�H�T���� �G�H�Q�\������������������������
�L�S�S�U�H�I�L�[���O�L�V�W�S�O�L�V�W�V�H�T���� �G�H�Q�\���������������������� �H�T����

�Y�O�D�Q�F�R�Q�I�L�J�X�U�D�W�L�R�Q��
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�U�H�S�R�U�W���S�R�O�L�F�\�S�U�H�I�L�[���O�L�V�W�S�O�L�V�W�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�(�W�K�H�U�Q�H�W������
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�U�H�S�R�U�W���S�R�O�L�F�\�S�U�H�I�L�[���O�L�V�W�S�O�L�V�W�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�(�W�K�H�U�Q�H�W������

上記の例では、プレフィックス リストは 224.1.1.1 と 224.1.1.2 を許可していますが、224.1.1.3 と
225.0.0.0/8 範囲でのすべてのグループを拒否しています。 プレフィックス リストは、一致がない
場合は暗黙的な「拒否」になります。 その他すべてを許可する場合、�L�S�S�U�H�I�L�[���O�L�V�W�S�O�L�V�W�V�H�T���� �S�H�U�P�L�W
�����������������������H�T���� を追加します。

次に、ルート マップを設定し、これらを使用して IGMP スヌーピング レポートをフィルタ処理す
る例を示します。

�U�R�X�W�H���P�D�S�U�P�D�S�S�H�U�P�L�W����
�P�D�W�F�K�L�S�P�X�O�W�L�F�D�V�W�J�U�R�X�S������������������������

�U�R�X�W�H���P�D�S�U�P�D�S�S�H�U�P�L�W����
�P�D�W�F�K�L�S�P�X�O�W�L�F�D�V�W�J�U�R�X�S������������������������

�U�R�X�W�H���P�D�S�U�P�D�S�G�H�Q�\����
�P�D�W�F�K�L�S�P�X�O�W�L�F�D�V�W�J�U�R�X�S������������������������

�U�R�X�W�H���P�D�S�U�P�D�S�G�H�Q�\����
�P�D�W�F�K�L�S�P�X�O�W�L�F�D�V�W�J�U�R�X�S����������������������

�Y�O�D�Q�F�R�Q�I�L�J�X�U�D�W�L�R�Q��
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�U�H�S�R�U�W���S�R�O�L�F�\�U�R�X�W�H���P�D�S�U�P�D�S�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�(�W�K�H�U�Q�H�W������
�L�S�L�J�P�S�V�Q�R�R�S�L�Q�J�U�H�S�R�U�W���S�R�O�L�F�\�U�R�X�W�H���P�D�S�U�P�D�S�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�(�W�K�H�U�Q�H�W������

上記の例では、ルート マップは 224.1.1.1 と 224.1.1.2 を許可していますが、224.1.1.3 と 225.0.0.0/8
範囲でのすべてのグループを拒否しています。ルートマップは、一致がない場合は暗黙的な「拒
否」になります。 その他すべてを許可する場合、�U�R�X�W�H���P�D�S�U�P�D�S�S�H�U�P�L�W���� �P�D�W�F�K�L�S�P�X�O�W�L�F�D�V�W
�J�U�R�X�S����������������������を追加します。
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